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不
登
校
の
小
・
中
学
生

が
、
全
国
で
過
去
最
多

の
34
万
６
０
０
０
人
に
達
し
、

本
町
も
同
様
に
増
加
傾
向
で
、

こ
れ
ら
の
生
徒
が
過
ご
せ
る

施
設
が
令
和
７
年
４
月
、
中

区
に
開
所
さ
れ
る
が
「
子
ど

も
第
３
の
居
場
所
サ
ミ
ッ
ト
」

で
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
話

さ
れ
た
か
。

太
学
校
教
育
課
長

「
子
ど
も
第
３
の
居
場

所
」
は
、
約
63
％
の
進
捗
で
、

令
和
７
年
３
月
末
に
は
完
成

し
、
令
和
７
年
４
月
に
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
と
の
調
印
式
後
、
運

営
を
実
施
予
定
で
あ
る
。
施

設
利
用
は
定
員
20
名
で
、
利

用
申
請
書
及
び
健
康
状
況
届

等
を
提
出
す
る
。

高
岡
町
長

不
登
校
の
児
童
・
生
徒

が
安
心
し
て
施
設
を
利
用
し
て

く
れ
る
の
か
が
課
題
。
通
い
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

本
町
の
未
徴
収
税
の

中
よ
り
、
不
納
欠
損

が
令
和
の
５
年
間
で
総
額

９
３
７
８
万
３
８
６
５
円
も
あ

る
。
税
の
公
平
性
か
ら
も
看
過

で
き
な
い
額
だ
が
、
徴
収
対
策

を
ど
の
様
に
し
て
い
る
か
。

新
田
税
務
課
長

滞
納
者
の
実
情
を
十
分

把
握
し
、
そ
の
実
情
に
鑑
み
、

地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収
法

に
基
づ
く
滞
納
処
分
（
財
産

の
調
査
及
び
差
押
え
）
を
行
っ

て
い
る
。

徳
之
島
町
の
タ
ン
カ
ン
は

ど
こ
の
産
地
に
も
負
け
な

い
。「
と
く
の
島
観
光
物
産
フ
ェ

ア
in
東
京
」
で
も
開
演
前
に
売

り
切
れ
る
人
気
。
タ
ン
カ
ン
栽

培
の
研
修
体
制
を
構
築
し
、
森

林
税
等
も
利
用
し
て
徳
之
島
町

を
一
大
産
地
に
で
き
な
い
か
。

高
城
農
林
水
産
課
長

県
園
振
協
徳
之
島
支
部

が
令
和
５
年
度
に
13
回
、
今
年

度
は
既
に
９
回
開
催
。
近
年
タ

ン
カ
ン
の
知
名
度
向
上
に
合
わ

せ
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
等

の
積
極
的
活
用
を
推
進
し
、
担

い
手
確
保
・
育
成
と
生
産
・
品

質
の
安
定
を
図
り
、
産
地
化
に

努
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
に
つ
い
て

移
動
規
制
が
か
か
っ
た

場
合
、
対
象
と
な
る
作

物
は
。
国
・
県
で
補
償
が
出
来

な
い
場
合
、
町
と
し
て
の
対
策

は
。
ま
た
※
テ
ッ
ク
ス
板
の
危

険
性
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

に
周
知
す
べ
き
で
は
。

高
城
農
林
水
産
課
長

対
象
作
物
は
マ
ン
ゴ
ー

他
、
か
ん
き
つ
系
果
物
、
ト

マ
ト
な
ど
の
野
菜
類
。
青
バ

ナ
ナ
な
ど
表
皮
の
硬
い
も
の

は
検
査
の
上
移
動
が
可
能
。

補
償
が
な
い
場
合
は
町
と
し

て
措
置
を
講
じ
る
。
テ
ッ
ク

ス
板
に
つ
い
て
は
、
十
分
な

注
意
を
払
う
た
め
教
育
委
員

会
と
連
携
す
る
。

【
テ
ッ
ク
ス
板
】
ミ
バ
エ
類
を

誘
引
す
る
薬
剤
と
殺
虫
剤
（
ダ

イ
ア
ジ
ノ
ン
）
を
含
ま
せ
た
植

物
質
繊
維
の
板
。
自
然
に
土
に

還
る
素
材
で
作
ら
れ
て
い
る
。

〈
注
意
事
項
〉

①
テ
ッ
ク
ス
板
に
素
手
で
触
れ

　

な
い

②
触
れ
た
場
合
は
す
ぐ
に
石
け

　

ん
で
洗
い
流
す

12 月定例会には、11 人の議員が登壇

し、ミカンコミバエ、遺伝子組換え食品、

防犯、農業振興、ふるさと納税、子育て・

教育に関することなど町政全般にわた

り執行部の考えをただしました。質問

と答弁の要旨は次のとおりです。

「
第
３
の
居
場
所
」
課
題
は

広
田
　
勉
　
議
員

問答 現
状
と
運
営

問 不
納
欠
損
対
策
は

通
い
や
す
い
施
設
を

目
指
す

答

答 例
年
講
習
会
を
実
施

テックス板（誘引板）

増産が求められる
タンカン

租
税
法
律
主
義
に

基
づ
く
徴
収

答

問 タ
ン
カ
ン
の
一
大

産
地
へ

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ

移
動
規
制
は

富
田
　
良
一
　
議
員

問答 検
査
に
よ
り
可
能



– 9 –

議会だより とくのしま令和７年２月発行

現
在
、
ゲ
ノ
ム
編
集
も

遺
伝
子
組
換
え
食
品
も

な
い
世
界
を
つ
く
ろ
う
と
言

う
社
会
運
動
が
起
き
て
い
る
。

学
校
給
食
に
こ
れ
ら
の
食
品

を
使
わ
な
い
条
例
制
定
は
で

き
な
い
か
。

太
学
校
教
育
課
長

食
糧
問
題
な
ど
の
解
決

に
対
す
る
新
し
い
技
術
で
あ
る

が
、
長
期
的
な
影
響
の
不
明
確

さ
や
環
境
に
対
す
る
影
響
等
に

つ
い
て
も
懸
念
が
あ
る
。
技
術

に
関
す
る
研
究
や
情
報
収
集
等

が
必
要
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
等
で
協
議
を
行
う
。

自
治
活
動
に
集
落
活
性

化
補
助
金
が
あ
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
積
極
的

に
導
入
し
て
集
落
活
性
化
を
促

す
応
援
が
必
要
で
あ
る
。
選
定

に
当
た
っ
て
審
議
会
設
置
が
必

要
と
思
う
が
見
解
は
。

安
田
社
会
教
育
課
長

各
集
落
の
公
民
館
長
で

組
織
す
る
自
治
公
民
館
連
絡
協

議
会
に
諮
り
、
審
議
会
の
設
置

や
選
定
基
準
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
医
療
費
関
係
助
成

○
環
境
整
備

○
令
和
７
年
度
事
業

町
総
合
運
動
公
園
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
屋
内

運
動
場
内
、
も
し
く
は
近
場
に

シ
ャ
ワ
ー
設
置
を
と
の
利
用
者

の
声
が
多
く
あ
る
。
現
施
設
か

近
く
の
ト
イ
レ
に
シ
ャ
ワ
ー
室

を
増
設
で
き
な
い
か
。

安
田
社
会
教
育
課
長

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
屋

内
運
動
場
内
に
は
、
設
置
は

困
難
だ
と
思
う
。
プ
ー
ル
管

理
棟
の
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
利

活
用
出
来
な
い
か
、
ま
た
、

近
場
へ
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

補
助
事
業
等
の
活
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
点
か
ら
検
討
し
た

い
。

亀
津
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

周
辺
が
「
一
万
歩
街
道
」

の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

亀
津
新
漁
港
か
ら
案
川
ま
で

の
堤
防
沿
い
は
日
が
暮
れ
る

と
非
常
に
暗
い
た
め
、
利
用

者
が
安
心
し
て
健
康
づ
く
り

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
防

犯
面
か
ら
も
明
る
く
で
き
な

い
か
。

村
上
総
務
課
長

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
現

在
あ
る
外
灯
設
置
補
助
金
等
の

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
介

護
来
島
者
も
離
島
割
り

制
度
が
適
用
に
な
っ
た
。
初

年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
て
将

来
的
に
は
奄
美
出
身
者
が
里

帰
り
し
や
す
い
よ
う
に
回
数
、

区
間
、
対
象
者
等
制
度
拡
充

が
で
き
な
い
か
。

高
岡
町
長

航
空
航
路
便
に
つ
い
て

は
、
条
件
不
利
性
解
消
の
事

業
で
あ
る
。
介
護
来
島
者
の

離
島
割
を
拡
充
す
る
こ
と
は

必
要
で
あ
り
、
今
後
、
県
・

国
等
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
等
で
の
協
議

答

補
助
金
を
活
用
し

明
る
く

答

遺
伝
子
組
換
え
食
品
を

　
　
　
使
わ
な
い
条
例
を

福
岡
　
兵
八
郞
　
議
員

問

自
治
公
民
館
連
絡
協

議
会
と
設
置
を
検
討

答 問 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
導
入
に
審
議
会

の
設
置
を

ゲノム編集とは

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に

　
　
　
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を

宮
之
原
　
剛
　
議
員

問

既
存
施
設
の
利
活
用

を
検
討

答問 「
一
万
歩
街
道
」

を
明
る
く 

問 介
護
来
島
者
の
離
島

割
り
制
度
拡
充
を

離
島
割
制
度
拡
充
を

要
望
し
た
い

答

シャワー設備が望まれる屋内運動場・トレーニング室
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亀
津
市
街
地
に
お
い
て

空
き
店
舗
が
多
く
感
じ

ら
れ
る
が
、
活
性
化
へ
向
け

て
町
と
し
て
の
考
え
や
方
策

は
な
い
か
。
ま
た
、
奄
美
群

島
に
お
い
て
本
土
と
の
地
域

間
格
差
を
是
正
す
る
観
点
か

ら
も
離
島
に
特
化
し
た
物
価

高
騰
対
策
は
で
き
な
い
か
。

中
島
企
画
課
長

令
和
５
年
度
よ
り
、
町

内
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を

行
う
民
間
事
業
者
等
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
対
し
、「
わ
っ
き
ゃ

ぬ
シ
マ
さ
ば
く
り
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。
令
和
７
年

度
も
事
業
を
継
続
予
定
。
物

価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
各
省
庁
へ
の
要
望
を

行
う
。

焼
酎
、
日
本
酒
、
泡
盛

な
ど
の
「
伝
統
的
酒
造

り
」
が
無
形
文
化
遺
産
へ
登

録
さ
れ
た
が
、「
道
の
駅
と

く
の
し
ま
」
開
設
を
機
に
今

後
、
黒
糖
焼
酎
文
化
を
世
界

へ
打
っ
て
出
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
る
が
見
解
は
。

高
岡
町
長

奄
美
群
島
だ
け
に
認
め

ら
れ
て
い
る
黒
糖
焼
酎
が
無

形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

意
義
は
大
き
い
。
現
在
知
名

度
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
国

内
外
へ
向
け
て
発
信
し
て
い

け
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

先
般
、
伊
仙
町
に
お
い

て
凶
悪
な
殺
人
事
件
が

発
生
し
た
が
、
昨
今
の
様
々

な
事
件
・
事
故
等
の
解
決
に

防
犯
カ
メ
ラ
や
ド
ラ
イ
ブ
カ

メ
ラ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

主
要
道
の
交
差
点
や
集
落
内

に
も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

村
上
総
務
課
長

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
事
件
解
決
の
糸

口
に
な
る
他
、
防
犯
意
識
の

向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

今
後
も
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
、
設
置
に
つ
い
て
は
、

警
察
署
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

日
本
の
経
済
状
況
は
非

常
に
混
沌
と
し
て
お
り
、

特
に
子
育
て
世
代
に
お
い
て

生
活
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

教
育
環
境
を
適
正
化
す
る
た

め
に
も
学
校
の
児
童
生
徒
が

利
用
す
る
教
材
に
お
い
て
助

成
で
き
な
い
か
。

太
学
校
教
育
課
長

小
中
５
教
科
に
対
応
し

て
い
る
Ａ
Ｉ
型
教
材
を
、
来
年

度
本
格
導
入
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
の
補
助
教
材
購
入
負
担
軽

減
を
図
る
。
次
年
度
、
保
護
者

負
担
調
査
を
再
度
実
施
し
、
検

討
す
る
。

農
家
に
お
け
る
経
済
状

況
は
非
常
に
厳
し
く
、
離

農
す
る
方
も
増
え
て
い
る
。
農

林
水
産
課
に
お
い
て
も
各
種
助

成
・
補
助
金
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
の
環
境
下
で
は
、
農
家
の
生

活
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
の
状

況
を
打
開
す
る
た
め
に
助
成
制

度
の
拡
充
は
で
き
な
い
か
。

高
城
農
林
水
産
課
長

農
業
経
営
所
得
安
定
対

策
と
し
て
、
※
農
業
経
営
収
入

保
険
が
あ
る
。
今
後
は
、
認
定

農
業
者
等
の
目
標
達
成
を
は
じ

め
、
経
営
の
安
定
を
図
る
と
同

時
に
加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申

告
を
促
す
た
め
に
も
、
収
入
安

定
保
険
料
の
一
部
助
成
等
の
検

討
は
必
要
で
あ
る
。

【
農
業
経
営
収
入
保
険
】
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
を
補
償
す
る
保
険
制
度
。

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や

価
格
低
下
、
ケ
ガ
や
病
気
に
よ

る
収
穫
の
減
少
な
ど
が
補
償
の

対
象
と
な
る
。

健
康
増
進
課
に
お
い
て

は
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
に
日
夜
努
め
て
い
る
が
、
過

去
・
現
在
と
国
民
健
康
保
険
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

こ
の
状
況
下
を
打
開
す
る
た
め

将
来
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行

う
必
要
が
あ
る
か
。

吉
田
健
康
増
進
課
長

国
保
事
業
に
お
い
て
は
、

被
保
険
者
数
の
減
少
に
対
し

医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

今
後
、
新
た
な
税
目
の
追
加

や
奄
美
群
島
内
の
保
険
税
水

準
統
一
が
予
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
被
保
険
者
の
方
々
へ

周
知
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

て
い
き
た
い
。

経
済
の
活
性
化
へ
向
け
て 

竹
山
　
成
浩
　
議
員

問事
業
と
要
望
活
動
の

継
続

答

問 防
犯
対
策
を
急
げ

問 助
成
制
度
の
拡
充
を

国
保
の
現
状
と
今
後

の
課
題

答

問 黒
糖
焼
酎
文
化
を

世
界
へ

答 Ａ
Ｉ
型
教
材
で
の
対
応

主要道と集落内にも防犯カメラの設置を

経営の厳しいさとうきび

国
内
外
に
知
名
度

ア
ッ
プ
を
目
指
す

答

防
犯
の
た
め
設
置
を

検
討

答

副
読
本
の
助
成
を

是
枝
　
孝
太
郎
　
議
員

問

答 青
色
申
告
の
促
進
を

問 今
後
の
国
保
の
行
方
は
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水
質
※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査

の
内
容
、
回
数
と
水
源

確
保
の
事
業
内
容
、
給
水
量
、

浄
水
場
管
理
は
。
ま
た
、
水
道

料
金
は
令
和
６
年
12
月
分
か
ら

何
％
の
値
上
げ
と
な
る
の
か
。

今
後
の
課
題
は
。

【
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
】
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
。
発
が
ん
性
が
懸
念
さ
れ

る
物
質
。

保
久
水
道
課
長

水
質
検
査
は
毎
日
及
び

毎
月
実
施
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査

は
令
和
７
年
度
か
ら
検
査
予

定
。
新
浄
水
場
は
、
水
源
の

取
水
改
築
を
実
施
し
十
分
な

水
量
が
確
保
で
き
る
見
込
み
。

料
金
は
約
８
％
の
増
額
。
今

後
水
道
管
の
老
朽
化
に
伴
う

整
備
、
給
水
人
口
の
減
少
な

ど
も
課
題
。

寄
付
件
数
、
金
額
、
返

礼
品
目
、
事
業
者
数
、

地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果
と

「
徳
之
島
牛
肉
」
の
証
明
根
拠

は
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
思
い

や
り
基
金
の
町
長
裁
量
事
業

の
内
容
、
効
果
、
評
価
検
証

等
課
題
を
問
う
。

中
島
企
画
課
長

令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
４
万
６
９
１
６
件
、

４
億
２
９
０
９
万
４
０
０
０

円
、
５
０
０
品
目
、
１
０
０
事

業
者
、
約
８
割
の
経
済
効
果
が

あ
る
。「
徳
之
島
牛
肉
」
は
総

務
省
の
基
準
に
準
ず
る
。
事

業
は
７
項
目
。
令
和
５
年
度

１
億
７
４
５
１
万
９
０
０
０

円
、
45
事
業
を
実
施
し
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
。
今
後

検
証
委
員
会
等
も
必
要
。

機
械
が
老
朽
化
し
故
障

な
ど
に
よ
る
遅
延
で
、

さ
と
う
き
び
産
業
は
適
期
作
業

に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
さ
と

う
き
び
増
産
に
向
け
て
機
械
の

更
新
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

高
城
農
林
水
産
課
長

徳
和
瀬
、
伊
仙
両
工
場

の
※
デ
ト
ラ
ッ
シ
ャ
ー
も
老
朽

化
で
故
障
が
多
く
な
り
、
徳
之

島
さ
と
う
き
び
生
産
対
策
本
部

で
は
今
後
の
整
備
と
修
理
、
国

の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
更
新

を
進
め
て
行
く
こ
と
も
含
め
、

利
用
料
の
料
金
改
定
を
進
め
て

い
る
。

【
デ
ト
ラ
ッ
シ
ャ
ー
】
運
搬
さ

れ
た
さ
と
う
き
び
の
梢
頭
部
、

ハ
カ
マ
や
不
要
な
物
を
取
り
除

く
脱
物
施
設

人
口
減
少
に
よ
る
遊
休

農
地
を
作
ら
な
い
為
に
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
農
家
台
帳

と
農
地
を
照
合
し
、
農
地
の
見

え
る
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

高
城
農
林
水
産
課
長

農
作
業
受
委
託
調
整
セ

ン
タ
ー
に
営
農
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
行
い
、
圃
場
台

帳
整
備
、
作
業
記
録
、
進
捗

状
況
な
ど
圃
場
の
見
え
る
化

を
進
め
て
い
る
。
遊
休
農
地

も
含
め
農
地
の
集
積
や
管
理

作
業
の
効
率
化
、
集
約
等
に

も
活
用
を
検
討
。

水
道
事
業
の
現
況
は

木
原
　
良
治
　
議
員

問

安
心
・
安
全
な
水
の

供
給

答

定例会の様子をインターネットでご覧いただけます
徳之島町公式ウェブサイト「議会中継（https://www.
tokunoshima-town.org/gikaijimukyoku/chose/gikai/
chuke.html）」にアクセスしてご覧ください。（※インター
ネット回線の状況により繋がりにくい場合があります。）

さ
と
う
き
び
増
産
に
向
け
て

内
　
博
行
　
議
員

問

答 料
金
改
定
を
検
討
中

問 ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

町浄水池、貯水槽整備事業

ふ
る
さ
と
納
税
活
用

事
業
で
町
を
元
気
に

答
議会に対する質問や意見、または議会

だよりに対する意見や要望がございまし

たら、議会事務局までご連絡ください。

【徳之島町議会事務局】☎ 0997-82-1130

問 ス
マ
ー
ト
農
業
で

農
地
の
見
え
る
化
を

答 導
入
で
一
部
活
用
中

老朽化の進むデトラッシャー施設
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タ
ン
カ
ン
、
さ
と
う
き

び
な
ど
へ
の
食
害
が
増

え
て
お
り
、
今
後
、
生
育
、

品
質
の
低
下
、
収
穫
量
の
減

少
な
ど
、
多
く
の
影
響
が
出

て
く
る
。「
鳥
獣
被
害
対
策
実

践
事
業
」
と
補
助
率
の
高
い

事
業
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
導
入
で
き
な
い
か
。

高
城
農
林
水
産
課
長

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

を
対
象
と
し
て
は
、
活
用
し

て
い
な
い
。
今
後
、
個
別
対

策
と
し
て
町
単
独
事
業
の
鳥

獣
被
害
対
策
資
材
導
入
事
業

で
対
処
し
、
広
範
囲
に
わ
た

る
も
の
は
、
国
・
県
へ
鳥
獣

被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
等

の
活
用
を
要
望
し
た
い
。

人
気
の
高
い
マ
ン
ゴ
ー

は
供
給
が
困
難
で
、
注

文
を
制
限
し
て
い
る
が
、
安

定
し
た
量
を
確
保
で
き
れ
ば
、

さ
ら
に
寄
付
額
の
増
加
が
期

待
で
き
る
。
今
後
、
生
産
量

の
増
加
、
確
保
に
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

中
島
企
画
課
長

令
和
５
年
度
、
最
も
寄

附
が
多
か
っ
た
返
礼
品
は
徳

之
島
産
の
マ
ン
ゴ
ー
。
需
要

が
高
い
農
産
物
（
果
樹
）
に

つ
い
て
は
、
町
と
し
て
増
産

推
進
等
が
必
要
か
と
思
わ
れ

る
。
農
林
水
産
課
と
連
携
を

図
り
、
農
家
の
稼
ぐ
力
に
つ

な
げ
た
い
。

陸
上
競
技
場
管
理
棟
は
、

多
く
の
団
体
が
利
用
し

て
い
る
が
、
お
湯
が
出
な
い

た
め
保
護
者
な
ど
の
好
意
で

給
湯
器
を
設
置
し
て
い
る
。

今
後
、
設
置
・
借
上
げ
す
る

な
ど
町
の
予
算
で
対
応
で
き

な
い
か
。

安
田
社
会
教
育
課
長

今
後
は
、
施
設
の
利
用

促
進
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

団
体
が
利
用
す
る
期
間
だ
け

で
も
給
湯
器
の
設
置
を
検
討

す
る
。

過
去
11
年
間
子
供
医
療

費
無
償
化
を
訴
え
続
け

て
き
た
。
県
下
で
も
令
和
７
年

度
43
市
町
村
の
内
42
市
町
村
が

実
施
予
定
。
町
長
は
国
が
実
施

す
る
ま
で
現
在
の
政
策
を
変
え

な
い
の
か
。

高
岡
町
長

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

無
償
化
は
医
療
費
の
増
大
、
抗

菌
薬
の
処
方
増
加
に
よ
り
薬
が

効
か
な
く
な
る
と
い
う
悪
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
と
あ
る
。
子
育

て
支
援
は
、
わ
れ
ん
き
ゃ
ポ
イ

ン
ト
や
給
食
費
の
地
域
振
興
券

へ
の
変
換
等
で
対
応
す
る
。

金
見
ソ
テ
ツ
ト
ン
ネ
ル

一
帯
を
現
状
を
生
か
し
、

展
望
台
周
辺
を
借
り
上
げ
る
か

買
収
し
ソ
テ
ツ
公
園
と
し
て
保

存
、
ま
た
入
口
に
駐
車
場
の
整

備
は
出
来
な
い
か
伺
う
。

吉
田
お
も
て
な
し
観
光
課
長

借
上
げ
買
収
に
つ
い
て

は
駐
車
場
候
補
地
が
点
在
し
て

お
り
難
し
い
。
集
落
の
方
々
と

協
力
し
、
金
見
ソ
テ
ツ
ト
ン
ネ

ル
一
帯
の
環
境
保
全
に
努
め
て

い
く
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
地
元
議
員
や
集
落
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
候
補
地
が

あ
る
。亀

徳
集
落
内
の
途
中
で

工
事
が
止
ま
っ
て
い
る

歩
道
の
整
備
、
阿
田
野
平
住
宅

ま
で
の
危
険
な
急
傾
斜
の
崖
を

災
害
時
の
避
難
道
路
と
し
て
整

備
を
す
る
よ
う
、
町
か
ら
も
県

へ
要
望
は
出
来
な
い
か
伺
う
。

作
城
建
設
課
長

亀
徳
地
区
内
の
歩
道
、
県

道
急
傾
斜
地
の
整
備
に
つ
い
て
、

町
か
ら
も
県
へ
要
望
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
入
札
に
つ
い
て

○
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
道
の
駅
に
つ
い
て

答 対
象
導
入
を
検
討

問 ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
確
保
は

答 設
置
を
検
討

無
償
化
よ
り

他
の
方
法
で
対
応

答問 ソ
テ
ツ
ト
ン
ネ
ル

の
保
存
を

アマミノクロウサギ食害防止対策

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

　
　
　
　
の
食
害
対
策
は

政
田
　
正
武
　
議
員

問

答 稼
ぐ
農
業
を
支
援

子
供
医
療
費
を
無
償
に

勇
元
　
勝
雄
　
議
員

問

答 地
元
と
の
協
力
で

問 給
湯
器
の
設
置
を

問 亀
徳
地
区
県
道

整
備
を

答 町
か
ら
も
県
へ
要
望 崖が崩れたら避難ができない
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子
ど
も
会
や
部
活
動
で
参

加
す
る
と
補
助
の
あ
る
事

業
を
、
高
校
生
な
ど
多
く
の
団

体
に
参
加
を
促
せ
な
い
か
。

大
山
住
民
生
活
課
長

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
子

ど
も
会
、
部
活
動
団
体
を
対
象

に
し
て
い
る
が
、
高
校
生
な
ど

多
く
の
団
体
を
参
加
さ
せ
る
に

は
、
予
算
が
伴
う
の
で
関
係
機

関
で
協
議
し
た
い
。

一
人
２
万
円
を
上
限
と

し
て
付
与
さ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
活
用
事
例
の
発

信
、
ま
た
、
高
校
生
も
事
業

の
対
象
に
す
る
事
が
で
き
な

い
か
。太

学
校
教
育
課
長

地
域
活
動
は
、
各

地
域
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

利
用
が
偏
る
傾
向
が
あ

る
。
付
与
に
つ
い
て
、
バ
ー

コ
ー
ド
機
能
の
効
率
的
な
利

用
計
画
や
周
知
を
進
め
、
行

事
登
録
や
付
与
の
方
法
を
簡

単
に
し
、
ま
た
、
高
校
生
の

参
加
に
つ
い
て
は
様
々
な
視

点
か
ら
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
地
方
財
政
に
つ
い
て

議
会
の
動
き

次回の定例会は３月です。皆さん
で議会を傍聴してみませんか。役場
５階の議場へお越しください。

議会傍聴について

利
用
し
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
制
度
へ

答

答 関
係
機
関
で
協
議

海
岸
清
掃
予
算
の
増
額
を

松
田
　
太
志
　
議
員

問

子ども達にお得なポイント事業

問 わ
れ
ん
き
ゃ
ポ
イ
ン

ト
参
加
の
拡
大
を

10
月

10
日　

離
島
議
長
行
政
調
査

13
日　

第
65
回
町
民
体
育
祭

22
日　

第
３
回
臨
時
議
会

25
日　

令
和
６
年
度
第
３
回
徳
之
島
地
域
公
共

　
　
　

交
通
活
性
化
協
議
会

26
日　

手
々
小
中
学
校
運
動
会
・
体
育
大
会

　
　
　

第
41
回
ど
ん
ど
ん
祭
り

27
日　

亀
津
小
学
校
運
動
会

　
　
　

神
之
嶺
小
学
校
運
動
会
・
井
之
川
中
学

　
　
　

校
体
育
大
会

11
月

２
日　

第
74
回
定
期
総
会
お
よ
び
歓
迎
会

３
日　

第
74
回
関
西
徳
洲
会
「
大
運
動
会
」

６
日　

常
任
委
員
長
研
修
会

７
日　

議
会
広
報
研
修
会

９
日　

第
３
回
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ

10
日　

ン
グ
徳
之
島
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
天
候
不
良
の
た
め
一
部
中
止
）

12
日　

徳
田
虎
雄
氏
を
偲
ぶ
会

13
日　

第
68
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

　
　
　

町
村
議
会
議
長
全
国
研
修
会

17
日　

第
12
回
徳
之
島
町
地
区
対
抗
駅
伝
大
会

18
日　

福
井
県
嶺
北
町
村
会
視
察
懇
親
会

20
日　

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
覧
会

21
日　

徳
之
島
町
戦
没
者
慰
霊
祭

22
日　

第
38
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
試
食
会

23
日　

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話

　
　
　

知
事
と
の
懇
談
会

24
日　

食
と
農
林
漁
業
の
祭
典

　
　
　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

　
　
　
（
О
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
懇
談
会

12
月

３
日　

令
和
６
年
度
各
種
会
議

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

第
４
回
定
例
会
開
会

13
日　

第
４
回
定
例
会
閉
会

14
日　

道
の
駅
「
と
く
の
し
ま
」
お
披
露
目

　
　
　

式
典

15
日　

道
の
駅
「
と
く
の
し
ま
」
プ
レ
オ
ー

　
　
　

プ
ン

17
日　

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

19
日　

令
和
６
年
度
徳
之
島
三
ヵ
町
議
会
議

　
　
　

員
連
絡
協
議
会　

第
２
回
役
員
会

21
日　

徳
之
島
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
開
所
記

　
　
　

念
式
典

　
　
　

道
の
駅
「
と
く
の
し
ま
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　

記
念
式
典

25
日　

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

１
月

２
日　

二
十
歳
の
つ
ど
い

５
日　

消
防
団
出
初
式

７
日　

公
明
党
奄
美
テ
ィ
ダ
委
員
会

９
日　

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会
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【表の見方】○：賛成　×：反対　欠：欠席　―：表決権なし
※行沢弘栄議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案に就いては表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

令和６年第４回定例会（12 月 10 日～ 13 日）議案・審議・議決結果

議
案
番
号

件　名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

内　
　

博
行

政
田　

正
武

宮
之
原　

剛

植
木　

厚
吉

竹
山　

成
浩

松
田　

太
志

富
田　

良
一

勇
元　

勝
雄

徳
田　
　

進

池
山　

富
良

是
枝
孝
太
郎

広
田　
　

勉

木
原　

良
治

福
岡
兵
八
郎

大
沢　

章
宏

行
沢　

弘
栄

第 95 徳之島町農産物加工センター設置
条例の制定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案

可決

第 96 徳之島町営農支援センター設置条
例の制定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案

可決

第 97 徳之島町子ども第三の居場所設置条
例の制定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案

可決

第 98 徳之島町町営住宅設置及び管理条
例の一部を改正する条例について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案

可決

第 99
徳之島町農産物加工センター設置
及び管理に関する条例を廃止する
条例について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 100 徳之島町機能性植物加工センター設置条例を廃止する条例について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 101
徳之島町花徳地区地域農業管理施
設設置及び管理に関する条例を廃
止する条例について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 102
徳之島町農業研修施設の設置及び
管理に関する条例を廃止する条例
について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 103
鹿児島県市町村総合事務組合を組
織する地方公共団体の数の減少及
び同組合規約の変更について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 104 総合整備計画の一部変更について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 可決

第 105 徳之島町町道の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 可決

第 106 徳之島町町道の延長の変更について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 可決

第 107 教育委員会委員の任命について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 同意

第 108 令和６年度一般会計補正予算（第６号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 109 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 110 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 111 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 112 令和６年度水道事業会計補正予算（第３号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

第 113 令和６年度下水道事業会計補正予算（第３号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

請願 1
徳之島町民の命を守るための、奄
美大島・群島の血液供給体制に関
する請願について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決

発議 5
徳之島町民の命を守るための、奄
美大島・群島の血液供給体制構築
を求める意見書

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 原案
可決
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編
集
後
記

２
０
２
５
年
、
今
年
は
ど

ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

近
年
を
振
り
返
る
と
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世
界

的
な
経
済
の
混
乱
や
、
世
界

中
で
起
こ
る
紛
争
に
起
因
す

る
物
価
の
高
騰
な
ど
、
遠
く

の
国
で
起
き
て
い
る
出
来
事

が
、
島
で
暮
ら
す
私
た
ち
の

実
生
活
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

世
界
中
と
私
た
ち
の
こ
の

島
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

せ
っ
か
く
つ
な
が
っ
て
い

る
の
な
ら
、
影
響
を
受
け
る

側
で
は
な
く
、
与
え
る
側
と

し
て
、
世
界
の
「
ハ
ブ
」
と

な
れ
る
よ
う
、
我
が
島
も
大

き
く
脱
皮
し
て
成
長
し
て
い

き
た
い
。文

責　

植
木　

厚
吉

広報紙アプリ『マチイロ』で議会だよりをご覧いただけます。
①スマホやタブレットでＱＲコードを読み込み、 アプリ

　「マチイロ」　（iOS、 Ａｎｄｒｏｉｄ対応） をインストール

② 「お住まいの地域」 で 「鹿児島県徳之島町」 を登録

【iOS】 【Ａｎｄｒｏｉｄ】※右のＱＲコードからダウンロードしてご利用いただけます。

議会活動 スナップ

どんどん祭りパレード参加 議員によるボランティア清掃（山漁港）

令和６年第３回臨時会（10 月 22 日）議案・審議・議決結果

議
案
番
号

件　名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

内　
　

博
行

政
田　

正
武

宮
之
原　

剛

植
木　

厚
吉

竹
山　

成
浩

松
田　

太
志

富
田　

良
一

勇
元　

勝
雄

徳
田　
　

進

池
山　

富
良

是
枝
孝
太
郎

広
田　
　

勉

木
原　

良
治

福
岡
兵
八
郎

大
沢　

章
宏

行
沢　

弘
栄

第 92 専決処分について承認を求める件 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ － 承認

第 93
徳之島町公益的法人等への職員の
派遣等に関する条例の一部を改正
する条例について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ － 原案
可決

第 94 令和６年度一般会計補正予算（第５
号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ － 原案

可決

【表の見方】○：賛成　×：反対　欠：欠席　―：表決権なし
※行沢弘栄議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案に就いては表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。


